
ループテスタ KEW 4140

⚫30 mA定格電流以上の漏電遮断器を遮断させること
なくループインピーダンスの測定が可能

⚫サブディスプレイにPFC（推定地絡電流）、 
PSC（推定短絡電流） などを同時表示

⚫検相・電圧・周波数の測定が可能

過電流ブレーカ－の動作検証に！

ループインピーダンスを正確に測定



外資系企業で本部より

現地の法規制に従って

ループインピーダンス測

定を求められる。日本で

ループインピーダンスが

測定可能な計測器メー

カーが無い。

ループインピーダンスを

正確に測定することが可

能で、予想される短絡電

流値を算出する機能が

あるループテスタ

（KEW 4140）を導

入した。

日本ではあまり実施する

ことの無いループイン

ピーダンス測定を安全に

行うことができた。測定

値の提出もスムーズに対

応できた。

もし電気回路で短絡事故が起こった場合、過電流ブレー
カーが動作しなければ火事の原因になります。
過電流ブレーカーが動作すると想定した検証方法として
ループインピーダンス試験がJIS C 60364に規定化さ
れています。短絡事故が起こった場合、ループインピーダ
ンスが充分小さく管理されていなければなりません。充分
小さいことを確認し、遮断器が適切に動作するように管理
するのが目的です。
※短絡して試験はしておりません

100 V回路では20 Aの遮断器が
トリップするためには、ループイン
ピーダンスは5 Ω以下でなければ
ならない

海外情報について

日本での導入事例

課題 導入製品説明 効果

国 測定情報 測定義務

イギリス

IET配線規定 BS 7671に基づきループインピーダンス測定が義務付けられています。
これにより、電気設備の設置時や定期検査の際に安全性の確認としてループインピー
ダンス測定が実施されます。

〇

ドイツ

DIN VDE 0100規格に基づいて、ループインピーダンス測定が義務付けられています。
この規格は安全な電気設備の設計、設置、および検査を目指しており、ループインピー
ダンス測定もその一環として定義されています。

〇

ループインピーダンス測定について
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